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雨が降って最終的

に本明川に流れ

込む範囲のことを
りゅういき すいけい

流域 （水系）と

いいます。

面積は８７平方キロ

メートルあります。
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大村湾
有明海

橘 湾

五家原岳

諫早

長崎 山岳地形による
気流の上昇

湾の地形による
気流の収束

諫早地方の集中豪雨のメカニズム諫早地方の集中豪雨のメカニズム

長崎県

降 雨

雲の発生
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半造川

川床川

国道５７号

昭和５７年７月２３日洪水被害
死 者 ：３名
負傷者 ：１名
家屋全壊 ：２戸
家屋半壊 ：１１戸
床上浸水 ：９５１戸
床下浸水 ：１，４５７戸

平成１１年７月２３日洪水被害
死 者 ：１名

家屋全壊 ：１戸
家屋半壊 ：１戸
床上浸水 ：２４０戸
床下浸水 ：４７１戸

昭和３２年７月２５日洪水被害
死者・行方不明 ５３９名
床上・床下浸水 ３，４０９戸

本明川

（数値については旧諫早市）
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発表地域は、１次区域として「長崎南部」、さらに分割して「諫早・
大村地区」の２次区域に分けられて発表します。

洪水注意報
中小河川の氾濫、低地にある
家屋の浸水等

大雨、長雨などの現象によって河川の水
位が増加し、災害の起こるおそれがあると
予想されるときに発表します。

基　　　準

１時間雨量　　３０mm
３時間雨量　　６０mm
２４時間雨量　９０mm

１時間雨量　　３０mm
３時間雨量　　６０mm
２４時間雨量　９０mm

種　　　類 予想される重大な被害 解　　　説

大雨注意報
がけ崩れ、陸上交通の運休、
低地にある家屋の浸水等

大雨によって災害の起こるおそれがあると
予想されるときに発表します。

基　　　準

１時間雨量　　　５０mm
３時間雨量　　１００mm
２４時間雨量　１５０mm

１時間雨量　　　５０mm
３時間雨量　　１００mm
２４時間雨量　１５０mm

山がけ崩れ、土石流、地滑り、
家屋の流失や浸水、道路や耕
地の浸水や冠水、陸上交通の
障害等

発達した低気圧や台風による大雨によっ
て、重大な災害の起こるおそれがあると予
想されるときに発表します。

大雨警報

洪水警報
家屋の流失や浸水、道路や耕
地の冠水、陸上交通の障害等

大雨や長雨等の現象によって河川が増水
し、重大な災害の起こるおそれがあると予
想される時に発表します。

種　　　類 予想される重大な被害 解　　　説

大雨警報を発表中に、数年に一度しか現れないような記録的な
１時間雨量を観測・解析されたときに発表されます。
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翌　日 翌々日

５時予報 今日 明日
１１時予報 明日 明後日

１７時予報 今夜 明日 明後日

当　日

今日

（５時） （１１時） （１７時） （２４時） （２４時）

のち

用語 解　　説

現象が連続的に起こり、その現象の発現期間が予報期間の１／４未満のとき
（「連続的」とは、現象の切れ間がおよそ１時間未満のものをいいます）

現象が断続的に起こり、その現象の発現期間の合計が予報期間の１／２未満のとき
（「断続的」とは、現象の切れ間がおよそ１時間以上のものをいいます）

予報期間内の前と後で現象が異なるとき、その変化を示す

一時

時々

0 時
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

午前３時頃まで

明け方

朝のうち

正　午
昼前

昼過ぎ

夕方

宵のうち

夜遅く

昼頃

午
　
前
　
中

午
　
　
　
後

朝

日中

夜（又は晩）夜
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※予報用語とは、警報・注意報・気象情報等に使用する用語のことです。

（１）　雨の強さが同じであっても、降り始めからの総雨量の違いや、地形や地質等の違いによって被害の様子は異なることがあります。

　　　　この表では、ある雨量が観測された際に通常発生する現象や被害を記述していますので、これより大きな被害が発生したり、逆に小さ

　　　な被害にとどまるときもあります。

（２）　この表は主に近年発生した被害の事例から作成したものです。今後新しい事例が得られたり、表現など実状と合わなくなったときには

　　　内容を変更することがあります。

都市部では地下
室や地下街に雨
水が流れ込むこ
とがある。マン
ホールから水が
噴出する。土石
流が起こりやす
い。

滝のように降る
（ゴーゴーと降り
続く）。

非常に激しい雨
５０以上～
８０未満

傘は全く役に立
たなくなる。

息苦しくなるよう
な圧迫感があ
る。恐怖を感じ
る。

高速走行時、車
輪と路面の間に
水膜が生じブ
レーキが効かな
くなる。（ハイドロ
プレーニング現
象）。

山崩れ、がけ崩
れが起きやすく
なり危険地帯で
は避難の準備が
必要。都市では
下水管から雨水
があふれる。

道路が川のよう
になる。

雨による大規模
な災害の発生す
るおそれが強く、
厳重な警戒が必
要。

車の運転は危
険。

傘をさしていても
ぬれる。

バケツをひっくり
返したように降
る。

激しい雨
３０以上～
５０未満

ワイパーを速くし
ても見づらい。

側溝や下水、小
さな川があふ
れ、小規模の崖
崩れが始まる。

地面一面に水た
まりができる。

水しぶきであたり
一面が白っぽく
なり、視界が悪く
なる。

寝ている人の半
数くらいが雨に
気づく。

２０以上～
３０未満

強い雨 どしゃ降り。

猛烈な雨８０以上～

雨の音で話し声
が聞き取れな
い。

この程度の雨で
も長く続く時は注
意が必要。

１０以上～
２０未満

やや強い雨
ザーザーと降
る。

地面からの跳ね
返りで足元がぬ
れる。

屋内
（木造住宅を想定）

屋外の様子 車に乗っていて 被害発生状況予報用語
１時間雨量

（ミリ）
人の受ける

イメージ
人への影響
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【背景】
◎ 洪水時等における河川管理者から提供される防災情報は、専門用語が多く受け取る側に理解されにくい。
◎ 災害時に発信される情報が、災害の危険度レベルを表現していないため、受け手の的確な判断が繋がりにくい。

【はん濫危険度レベルに応じた水位情報の提供について】

◎指定水位
水防団に対して準備する水位 ◎水防団待機水位

◎警戒水位
水防団が出動し、警戒にあたる水位 ◎はん濫注意水位

◎特別警戒水位
避難勧告等の目安となる水位 ◎避難判断水位（本明川、半造川）

◎危険水位
一般住民へ通報する目安とする水位 ◎はん濫危険水位

◎はん濫の発生 ◎はん濫の発生
※計画高水位（堤防設計水位）  （河川計画や堤防設計においての最高水位）

【洪水予報の提供情報】

◎本明川洪水注意報 ◎はん濫注意水位に達した場合
基準地点の水位が警戒水位を越える 「本明川はん濫注意情報」
洪水となることが予想されるとき

◎本明川洪水警報 ◎はん濫危険水位に達するおそれがある
基準地点の水位が危険水位換算水位 　場合または避難判断水位に達した場合
若しくは危険水位換算水位程度を越え 「本明川はん濫警戒情報」
る洪水となることが予想されるとき

◎本明川洪水情報 ◎はん濫危険水位に達した場合
洪水警報発表後、危険水位換算水位 「本明川はん濫危険情報」
に到達した際に発表 ◎はん濫した場合

「本明川はん濫発生情報」

【その他の用語】

破堤 堤防の決壊
決壊 決壊（○○地区の堤防が決壊）

一部流出（崩壊）
（○○地区の堤防が一部流出）
水があふれる
（○○地区の堤防から水があふれる）

浸水 ○○地区が浸水
冠水 ○○地区が浸水
出水 増水
洗掘 深掘れ
漏水 ○○地区の堤防から漏水
法崩れ 堤防斜面の崩れ
直轄区間 国管理区間
指定区間 県管理区間
沿川 川沿い
派川 派川（分岐して流れる川）
樋門・樋管 （排・取）水門
排水機場 排水ポンプ場
右岸・左岸 ○○市側
堤外地・堤外 堤防の川側（堤防より川側）
川表 川側
堤内地・堤内 堤防の居住側（堤防より居住地側）
川裏 居住側（居住地側）
法・法面 堤防斜面
（堤防）天端 （堤防の）上端、上面
高水敷 河川敷
既往最大流量 過去最大流量
内水 内水（河川に排水できずにはん濫した水）
水防警報指定河川 水防警報河川
水位情報周知河川 水位周知河川
強雨域 強い雨が降る範囲（○時間○ミリ以上）
ＡＰ ＡＰ（東京湾中等潮位　－1.1344m）
ＹＰ ＹＰ（東京湾中等潮位　－0.8402m）
設計洪水位 設計最高水位
サ－チャ－ジ水位 洪水時最高水位
常時満水位 平常時最高貯水位
洪水期制限水位 洪水貯留準備水位

【改定】

欠壊

越水・溢水

【現在】

洪 水 等 に 関 す る 防 災 情 報 の 見 直 し に つ い て

レベル４（危険）

レベル５

【改定】

【改定】

【現在】

【現在】

レベル１

レベル２（注意）

レベル３（警戒）
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河川の洪水予報で用いる用語

本明川はん濫発生情報

本明川はん濫危険情報

本明川はん濫警戒情報

本明川はん濫注意情報
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７月２３日

増水した公園堰
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計画高水位

はん濫危険水位

はん濫注意水位

水防団待機水位



１．『 本明川はん濫注意情報 』

裏山地点の水位が「はん濫注意水位」
（２ｍ７０ｃｍ）［レベル２］に達すると、
『 本明川はん濫注意情報 』を発表します。

長崎河川
国道

長崎海洋
気象台

諫早市
長崎県

諫早土木 水防団

住民洪水予報

水防警報

半造川
水位情報

報道機関（テレビ、ラジオ、CATV）

国交省ホームページ
関係市町村ホームページ
「川の防災情報」等、iモード等

長崎河川
国道

住民

行政関係
報道機関
ライフライン等

情報入手

情報入手

避難

避難

広
報

周
知

広
報

周
知

裏山地点で○時間後に△ｍ

気象衛星
アメダス

雨量計
水位計

情報提供

共同で発表
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３．『 本明川はん濫危険情報 』

裏山地点の水位が「はん濫危険水位」（３ｍ７０ｃｍ）［レベル４］
に達すると、『 本明川はん濫危険情報 』を発表します。

４．『 本明川はん濫発生情報 』

本明川洪水予報区間で堤防の決壊によるはん濫が発生したときに
大規模な浸水被害の恐れがあるとき発表します。

２．『 本明川はん濫警戒情報 』

裏山地点の水位が「避難判断水位」（３ｍ００ｃｍ）
［レベル３］に達した時、又は「はん濫危険水位」
（３ｍ７０ｃｍ）に達する恐れがある時に『 本明川
はん濫警戒情報 』を発表します。
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問合せ先
水位関係：国土交通省 長崎河川国道事務所 調査第一課 095-839-9211（内戦351）
気象関係：気象庁 長崎海洋気象台 観測予報課 095-811-4861

（発表形式）

参考

国

気

国

気

国

国：国土交通省 長崎河川国道事務所 調査第一課
気：気象庁 長崎海洋気象台 観測予測課
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国土交通省
長崎河川国道事務所

（主に行政）

長崎海洋気象台
（主に報道機関）

・長崎県諫早土木事務所 長崎県 河川課

・諫早警察署

・県央地域広域市町村圏組合消防本部

・諫早市 水防団

FM諫早

市民

・陸上自衛隊 第16普通科連隊

・諫早ケーブルテレビ

・長崎県総務部 危機管理防災課

・NTT西日本

・長崎県警察本部

・九州電力長崎支店総合制御所

・NHK長崎放送局

・NIB国際テレビ

・KTNテレビ長崎

・NCC文化放送

・NBC長崎放送局

・読売新聞

・朝日新聞

・西日本新聞

・共同通信

・長崎新聞

・九州旅客鉄道株式会社（福岡管区気象台経由）
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１．半造川はん濫注意情報

２．半造川はん濫警戒情報

３．半造川はん濫危険情報

埋津観測所の水位がはん濫注意水位３ｍ５０ｃｍに到達したとき発表

埋津観測所の水位が避難判断水位３ｍ６０ｃｍに到達したとき発表

埋津観測所の水位がはん濫危険水位４ｍ３０ｃｍに到達したとき発表

（観測所位置と受け持ち区間）

問い合わせ先
国土交通省 長崎河川国道事務所

調査第一課
℡ ０９５－８３９－９２１１

埋津観測所

（参考） 半造川埋津観測所（長崎県諫早市船越地先）
（受け持ち区間は諫早市船越町～仲沖町、小川町～川内町）
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時 　　　刻

水
　

　
位

埋津（基準断面） 警戒水位

危険水位 特別警戒水位

特別警戒水位 平成11年7月22日

平成１８年○月○日

半造川 はん濫注意情報

平成１９年 月 日
時 分発表

長崎河川国道事務所

【主文】
半造川は、 月 日 時に、諫早市埋津橋の

埋津観測所で、はん濫注意水位３．５０ｍに到達
（レベル２）。水位はさらに上昇するおそれです。

埋津観測所では、 時～ 時の１時間に、約 ｍ水位が
上昇し、今後とも水位の上昇が見込まれます。

また、埋津観測所の水位が、あと０．８ｍ上昇すると、埋
津観測所の受け持つ区間のうち特に堤防が低い、船越地
先ではん濫のおそれがあります（他の箇所でもはん濫の
おそれがありますので注意してください）

諫早市長が発する避難情報に注意するとともに、気象情報
や周囲の状況の把握及び避難準備をお願いします。

＜水位危険度レベル＞
埋津観測所（諫早市船越地先）

■レベル５ はん濫の発生
■レベル４ はん濫危険水位超過 ：（４．３０ｍ～）
■レベル３ 避難判断水位超過 ：（３．６０ｍ～４．３０ｍ）
■レベル２ はん濫注意水位超過 ：（３．５０ｍ～３．６０ｍ）
■レベル１ 水防団待機水位超過 ：（２．５０ｍ～３．５０ｍ）

（発表形式）

参考
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国土交通省
長崎河川国道事務所

・長崎海洋気象台

・長崎県諫早土木事務所 長崎県 河川課

・諫早警察署

・県央地域広域市町村圏組合消防本部

・諫早市 水防団

市民

・陸上自衛隊 第16普通科連隊

・諫早ケーブルテレビ

・長崎県総務部 危機管理防災課

・NTT西日本

・長崎県警察本部

・九州電力長崎支店総合制御所

・NHK長崎放送局

・NIB国際テレビ

・KTNテレビ長崎

・NCC文化放送

・NBC長崎放送局

・県政記者クラブ

・諫早記者クラブ

・島原鉄道（株）

・FM諫早
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国土交通省（国）気象台

長崎県 諫早土木事務所

水防管理団体
（諫早市）

水防団 水防団 水防団

雨量
水位

情報

気象情報

気象情報 気象情報

国土交通大臣（国土交通省）または都道
府県知事（長崎県）が、水防管理団体
（諫早市）の水防活動に対して、待機、
準備、出動など右図のように
関係機関に通知されます。
本明川の裏山水位観測所と
半造川の埋津水位観測所（水
防警報対象水位観測所）の水
位に対して、下図に示す
ような、水防団待機水位、はん濫注意水位
などの水防活動の目安となるような水位を
設定しています。

各水防機関が水防活動に
対して準備する水位

指定水位▼

▼ 警戒水位

▼
けいかくこうすいい

計画高水位

水害に備え各水防機関が出動し、警戒にあたる水位

川の堤防工事などの基準で、その堤防が耐えられる最高の水位

待機 準備

出動
解除

水防活動

川の水位が警戒水位に達
し、なお上昇の恐れがある場
合、水防団は出動し水防活
動を行います。

堤防などの危険箇所を
巡視・点検し、情報の連
絡・通信を行い、必要が
あれば水防工法を実施
します。

警戒水位を下回り、水
害の心配がなくなった
き、または、水防活動
必要なくなったときに
除します。

危険水位

堤防

大雨に関する警報が出されるな
ど、水害が心配される場合には
水防団等は待機します。川の水
位が水防団待機水位に達して、
なお上昇する場合、水防団等は
出動の準備をします。

［危険水位］

水防団待機水位

はん濫危険水位

はん濫注意水位［警戒水位］

［指定水位］ はん濫注意水位を下
回り、水害の心配が
なくなったとき、また
は、水防活動が必要
なくなったときに解除
します。

川の水位がはん濫注意水
位に達し、なお上昇の恐れ
がある場合、水防団は出動
し水防活動を行います。

・水防警報対象水位観測所と条件
地区 待機 準備 出動 解除

裏山

水防団待機水位
1.70mに達し、はん
濫注意水位2.70m
に達すると思われ
るとき。

水防団待機水位
1.70mを超え、はん
濫注意水位2.70mを
突破すると思われ
るとき。

はん濫注意水位
2.70mに達し、なお、
上昇の見込みがあ
るとき。

はん濫注意水位
2.70m以下に下って
再び増水の恐れた
ないと思われると
き。

埋津

水防団待機水位
2.50mに達し、はん
濫注意水位3.50m
に達すると思われ
るとき。

水防団待機水位
2.50mを超え、はん
濫注意水位3.50mを
突破すると思われ
るとき。

はん濫注意水位
3.50mに達し、なお、
上昇の見込みがあ
るとき。

はん濫注意水位
3.50m以下に下って
再び増水の恐れた
ないと思われると
き。
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うらやまばし うらやますいいかんそくじょ

・裏山橋と裏山水位観測所 （諫早市天満町）

うめづばし うめづすいいかんそくじょ

・埋津橋と埋津水位観測所 （諫早市船越町）

計画高水位

はん濫注意水位［警戒水位］

水防団待機水位［指定水位］

計画高水位 5.00m⇒

はん濫危険水位 4.30m⇒

避難判断水位 3.60m⇒

はん濫注意水位 3.50m⇒

水防団待機水位 2.50m⇒

堤防設計のための最高水位

（家屋浸水など生じ、）はん濫のおそれ
がある水位
避難勧告等の目安となる水位

水防団が出動し、警戒にあたる水位

水防団の方が準備にあたる水位

計画高水位

はん濫危険水位

計画高水位 4.80m⇒

はん濫危険水位 3.70m⇒

避難判断水位 3.00m⇒

はん濫注意水位 2.70m⇒

水防団待機水位 1.70m⇒

堤防設計のための最高水位

（家屋浸水など生じ、）はん濫のお
それがある水位

避難を判断する段階です。

住民は、はん濫に関する情報に注意

が必要です。

水防団の方が準備にあたる水位
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はん濫危険水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

裏山：3.70
埋津：4.30

裏山：3.00
埋津：3.60

裏山：2.70

埋津：3.50

はん濫注意水位

避難判断水位

はん濫危険水位

裏山：4.80
埋津：5.00

計画高水位

水防警報
（裏山・埋津）

本明川洪水予報
（裏山）

半造川水位情報
（埋津）

はん濫したら

本明川はん濫情報

本明川
はん濫警戒情報

本明川
はん濫注意情報

出動

準備

解除

待機

半造川
はん濫注意情報

半造川
はん濫警戒情報

危険水位

特別警戒水位 避難判断水位

警戒水位

指定水位

自治体・住民に
求める行動水位レベル

裏山：1.70
埋津：2.50

水防団待機水位

旧用語 新用語

レベル５

レベル４

レベル３

レベル２

レベル１

逃げ遅れた住民の救済等
新たにはん濫が及ぶ区域の住民の
避難誘導

避難を完了

自治体は、避難勧告などの発令を
検討する段階です。

住民は、避難を判断する段階です

自治体は、避難準備情報の発令を
検討する段階です。
住民は、はん濫に関する情報に注
意が必要です。
水防団は出動する段階です。

水防団は、待機を行う段階です。

半造川
はん濫危険情報

本明川
はん濫危険情報



空間監視カメラ
裏山配信画像

河川状況の画像をはじめとする様々な

河川情報を関係機関や情報表示板に配

信しています。

情報共有(諫早市等)

雨量･水位

情報収集

配信(地域住民)
河川情報表示板 インターネットや携帯

仲沖排水機場

－22－



－23－



本明川→平成13年7月公表
半造川→平成18年7月公表

平成15年6月作成し、地域住民に配布

避難場所や
連絡先等を表示

諫早市ホームページでもご覧になれます。

浸水氾濫時に想定される
浸水状況を示しています

（浸水深を表示）
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【洪水】 【避難所（建物）】 【堤防】

河川が氾濫した状態を示
す

災害時安全な避難所（建
物）を示す

移住している地域を守る堤
防を示す

当該地域が洪水の影響を
受ける可能性がある地域
であることを示す

災害時の避難先となる安
全な建物を示す

当該地域が堤防によって
洪水から守られている（河
川の氾濫時には浸水する
可能性がある）地域である
ことを示す。

洪　水　関　連　記　号

洪 水 関 連 標 識 設 置 イ メ ー ジ
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